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4.4. Hip Injury 
----------- The mean delta V with SAB deployment is 
36.4km/h and without delta V is 30.7km/h. (See Fig. 11) 
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4.4. Hip Injury 
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⚫ 3ページ，図 5 

 

Fig.5 Confirmation Start Point 
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多くの自動条件でもエッジ点手前で本線後方確認を行っ

た．ただし，BCと C2の 2秒条件で本線後方確認がエッジ

点以降になり，確認が遅れた．BCと C2では近距離に先行

車が存在しないため，自動運転時は道路環境に合わせて

速度制御する．そのため，エッジ点付近で運転交代するま

でに，自動制御による加速があり，走行速度が高くなる．

特に 2 秒条件では，指導員の意図とは関係なく速度が高

くなり，運転交代後の時間的な余裕もなくなるため，確認

が遅れたと考えられる． 
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Fig.5 Confirmation Start Point  
 

⚫ 4ページ，左段，4～12行目 

 

S1は自動条件でも，エッジ点手前で本線後方確認を行っ

た．ただし，全ての自動条件で，2秒条件では本線後方確

認がエッジ点以降になり，確認が遅れた．2秒条件では，

運転交代後の時間的な余裕が無くなるため，確認が遅れ

たと考えられる． 
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